
物心両面に深い爪あとを残した
東日本大震災後の今。

「元気をなくした誰かのために、
自分が暮らすこの街のために」。
それぞれがそれぞれの思いで、
今できることをはじめています。
みんなのＡＣＴＩＯＮが
これからも続いて
大きく広がっていきますように。

　被災地で誕生日を迎える子どもたちに
バースデーケーキを届けようと、仙台市内
で企画会社を運営する平 了さんと、ケーキ
ショップ『九二四四』の橋浦邦義さんが中
心となり、宮城県内の避難所などへケーキ
を届ける活動「Smile For Birthday」
を進行中。企画に賛同した方からの募金
によって材料費をまかない、サポートス
タッフの手も借りながら、5月には540名
以上もの子どもたちにケーキを届けたと
いう。全国各地からの温かい支援が、健気
に頑張る子どもたちの明るい笑顔に。募
金協力ならびにケーキの注文方法や条件
などはHPまたは電話にて。

私たちユーメディアグループは、  
地域とともに歩んできた企業と
して の 役目を果 た す べく『とも
にPROJECT”ACTIONみや
ぎ”」という地域復興支援活動を
展開しています。

株式会社ユーメディア
株式会社プレスアート
株式会社仙台シティエフエム

プロジェクトの輪が
広がってきました
みやぎを愛する人たちの、元気な街を
取り戻そうとする想いと行動をつなごう
という「ともにPROJECT」の趣旨に賛
同頂き企業での活用もはじまりました。
参加している企業のみなさんは、チラシや商品にマークを掲載して、みや
ぎの商品やサービスをアピールしつつ、震災復興への意気込みをメッセー
ジしています。

・アオキ株式会社様／宮城の素材を使って、宮城・岩手で作るおいしい麺製品
・株式会社アーク・イメージギャラリー様／LOVE FROM 東北
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〜仙台から届ける、写真の力〜　他

S-styleでは6月号～10月号で、『義援金付き広告企画』を実施しておりま
す。この企画で掲載いただいた広告料の10％を、義援金として宮城県、仙
台市の各災害対策本部に寄付します。今回の号で協賛いただいた企業は
以下の通りです。　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）

ご協賛ありがとうございました。

・佐藤裕也眼科医院 ・有限会社 五橋レンズセンター 

ともレポ

想いと行動をつなぐ大きな支援の輪をめざす

東日本大震災復興への取り組み

ともにPROJECT活動レポート

街の復興支援活動にクローズアップ

つながる気持ち、届けたい想い。

東日本大震災で被災された方々を支援するため、各メディアを通じて、義
援金の呼びかけをしました。「せんだいタウン情報 machico」マチコイ
ンによる義援金募金「S-style」・「Kappo」読者義援金を通じて、合計
416,832円の義援金が寄せられましたので、420,000円を宮城県・仙
台市の各災害対策本部にお渡しいたしました。

みなさまから
お預かりした義援金を
被災地にお届けしました

街 か ら 広 が る

み ん な の A C T I O N

スマイル・フォー・バースデー実行委員会
☎0120-0149-37
HP http://lovers-project.com/h2h/

華やかなデコレーションケーキを前に、歓声を上げる子どもたち。
「一瞬の笑顔を作るだけでなく、ずっとずっとその光り輝く笑顔を
継続させたい」（平さん）

「地域のボランティアセンターで救援
物資の仕分けを行いました。細々と入
れてもらうより、一種類をどんと送って
もらった方が仕分けやすいということ
がわかりました。集まった衣服の中に
は着るに堪えないものもあり、考えさ
せられました」

ruraさん

「避難所運営をしていた際に、たくさ
んの学生ボランティアが駆けつけてく
れました。若者のボランティア精神に
感動し、エネルギー溢れる笑顔にとて
も癒されました。実際に被災地に足を
運んで支援をするのはとても意味のあ
ることだと思います。ボランティアに行
かれる方は、ぜひ被災地の方へ慰労の
声をかけ、微笑みを運んでください」

きんたさん

「石巻でボランティアをしてきました。
民家の庭の泥かきをしたのですが、休
憩の時に家の方が飲み物をくれたり、
帰るときはわざわざ手土産を買ってき
てくれたり。逆に申し訳ない気持ちに
なるし、ボランティアの意味がない気
がしました」

すけちんさん

「津波で浸水し全壊した家の片付けに、
たくさんのボランティアの方が来てくだ
さいました。水につかったものは片っ端
から捨てるつもりでいたのですが、『写
真が入っているかもしれませんよ』『こ
の食器は立派そうだから残しておきます
か？』など、細やかに気を遣っていただ
き、おかげで『捨てなくてよかった！』と思
うものが。ありがとうございました！」

ブティ男さん

今回のテーマ 「震災ボランティアに関するエピソード」

誕生日を迎える子どもたちに笑顔を！

ケーキと愛情を届ける

プロジェクト、進行中

　仙台の家具工房「K design」の工藤 博さんと、イベント企画・運営を行
うY.M.O代表の湯浅輝樹さんが、“被災者が被災地で出来る仕事を届けよ
う”と発足した「小さな復興プロジェクト」。女川町の製作所で魚の形をした
木のキーホルダー「onagawa fish」を製作・販売し、売上を製作者へ還
元。支援ありきの販売ではなく、買いたくなるようなクオリティーの高い商品
を提供することで、長期的かつ手元に残る“支援の証”の創出を目指す。自分
用に、贈り物にと、すでに多方面から注文が。購入はPCメールで受け付ける
ほか、青葉区本町の『Daimaru』でも販売。 小さな復興プロジェクト

HP http://ameblo.jp/small-rebuild-project/

▶ホワイト（ハードメイプル）とブラック
（ブラックウォルナット）の2種類。長さは
約9cmで、色や形には手作りならではの
風合いが。各1,200円

現在は、水産業に携わっていた方たちをはじめ、
約10人が作業を担当

女川町の作業所から全国へ発信

被災者と支援者をつなぐ、

小さな証

避難所へ折り紙と
S-style、Kappoを
届けました
支援のひとつとして、先日仙台市内の避難所や
区役所など13箇所を回り、S-sty le・Kappoと
machico「折り紙プロジェクト」によるオリジナル
折り紙、海外から日本のために送られてきた子ど
もの絵を印刷した冊子を贈呈させていただきまし
た。現場の方の話を直接聞くことができ、今後の支
援方法を考えるよい機会となりました。今回の経験
を、今後の支援に生かしていきます！

避難所の本の閲覧コーナーに置かせ
て頂きました。

１人でも多くの人が雑誌や折り紙で、笑顔になりま
すように！

仙台 マチコ

折り紙プロジェクト推進中！
支援の輪を広げていくプロジェクト
にご協力をよろしくお願いします。

ともにプロジェクトのためのサウンドス
テッカーをラジオ３で音楽番組を担当す
る「ジンケトリオ」の皆さんに制作して頂
きました。ステッカーの制作には、仙台ゴ
スペルフェスティバルなどでも活躍する
ヴォーカルグループ「VOXRAY」の皆さ
んも参加してくれました。サウンドステッ
カーはラジオ３の放送でこれから使用し
ていきます。

ともプロのサウンドステッカーを
制作してもらいました！

コミュニティFM放送「ラジオ3」

VOXRAY

街の声
コミュニティサイト

「machico」で募集した、

街の皆さんの声をご紹介。
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特産品が大きなダメージを受けましたが、
宮城にはまだまだ素敵な、そして、美味しい
ものが沢山あります。復興に向けて頑張っ
ている宮城の生産者のモノを“買って”“贈っ
て”“食して”ともに元気になりましょう。店舗
も随時追加され、大好評販売中です！

Webサイト 「せんだいタウン情報 machico」

マチモールが
宮城のいいものをそろえて再オープン！
多くの反響をいただいています

マチモール
杜の都仙台発祥！　yuzukiの極上チーズケーキ



物心両面に深い爪あとを残した
東日本大震災後の今。

「元気をなくした誰かのために、
自分が暮らすこの街のために」。
それぞれがそれぞれの思いで、
今できることをはじめています。
みんなのＡＣＴＩＯＮが
これからも続いて
大きく広がっていきますように。

　支援をしたい、支援が必要。でもどうすれば？　そんな人たちに向け
て、仙台市市民活動サポートセンターは、復興支援活動をしている市民
活動団体NPO（非営利団体）・NGO（非政府組織）に関する情報発信を
サポート。救援物資の提供や、悩み、困りごとの相談受付、ボランティア
など、さまざまな活動団体を紹介しています。情報は館内やHPで随時公
開するほか、10日ごとに発行している「サポセンかわら版」にも掲載。物
資の提供、文化やメンタル面でのケアなど、多様なスタイルの活動団体
があるので、ニーズに合った情報探しに役立てよう。

私たちユーメディアグループは、  
地域とともに歩んできた企業と
して の 役目を果 た す べく『とも
にPROJECT”ACTIONみや
ぎ”」という地域復興支援活動を
展開しています。

株式会社ユーメディア
株式会社プレスアート
株式会社仙台シティエフエム

さざまな復興プロジェクトを
私たちにできることで応援！
　ともにPROJECTでは、さまざまな東北の復興を目指すプロジェクトを
WEBでご紹介したり、ツール等の制作をサポートさせていただくことで、み
なさまの復興への熱い想いを私たちにできることで応援しています。みな
さまのプロジェクト情報をお待ちしています。

S-styleでは6月号～10月号で、『義援金付き広告企画』を実施しており
ます。この企画で掲載いただいた広告料の10％を、義援金として宮城
県、仙台市の各災害対策本部に寄付します。今回の号で協賛いただいた
企業は以下の通りです。　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）

ご協賛ありがとうございました。

・佐藤裕也眼科医院 ・有限会社 五橋レンズセンター 

ともレポ

想いと行動をつなぐ大きな支援の輪をめざす

東日本大震災復興への取り組み

ともにPROJECT活動レポート

街の復興支援活動にクローズアップ

つながる気持ち、届けたい想い。

街 か ら 広 が る

み ん な の A C T I O N

今回のテーマ

「震災を受けて、新たに買
い足したいもの、始めよう
と思っていることは？」

支援をする側、受ける側

両者のニーズの橋渡しに

　震災に向き合い、復興への長い道のりを歩き出すため
にと、今年5月、せんだいメディアテークに開設された「3
がつ11にちをわすれないためにセンター」（通称わすれ
ン！）。市民や専門家、スタッフらが協働し、復旧・復興のプロ
セスを独自の視点でとらえ、「震災復興アーカイブ」として
記録保存。6月よりHPでの公開もスタートしました。崩壊し
た建物や、食料を求めて並ぶ人々の姿、被災地で美しく咲き
誇る桜などを、映像、写真、インタビューなどで発信。「今な
お支援を必要としている方たちの一助となり、この記録が
将来に役立てられれば」とセンタースタッフの清水チナツさ
ん。震災の影響を振り返り、現在、そして未来へとつながる
活動を考える上で、この記録が広く共有されていくはず。
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　マチモールでは現在、「松
島流灯会 海の盆」で流す灯
籠の申し込みを受け付けて
います。8月14日〜16日、
大切な人へ想いを馳せ、鎮
魂の想いをのせた灯籠を松
島湾に流します。当日会場に
来られない方のために、マチ
モールでお申し込み頂くと代
わりに実行委員会が灯籠を
お流しします。
　その他“宮城のいいもの”
も随時更新され、大好評販
売中です！

Webサイト 「せんだいタウン情報 machico」

鎮魂の想いと希望の光を
灯籠に託して

マチモール

［取り扱い商品の一例］
■クルール・フランの生ドーナツ
■幸せの黄色いむすび丸バンダナ「むすびあい」
■株式会社ダイチの漢方和牛二種のカレーセット
■遠藤屋の温麺
■味の牛たん喜助の職人仕込牛たん　など

　せんだいタウン情報machicoが流行に敏感な若者へ向け
て発信するコーナー「COLORweb」。そのフリーペーパー
版「COLORwebMAGAZINE」が、編集部による学校生活
レポートを特集記事としてこの夏発刊されます。このなかで
企画した「義援金付き広告」では、掲載頂く広告料金の10%
を義献金として、宮城県･仙台市に贈り、少しでも震災復興の
ための資金として活用して頂きたいと考えております。

COLORweb  http://machico.mu/color

COLORweb MAGAZINE
義援金付広告企画

■Hon for Japan ブックカバー
避難所など多くの人が集まる場でも、周囲を気にする
ことなく好きな本を読んで心休まる時間を過ごしても
らえるよう、ブックカバーを制作しました。

■東北学院大災害ボランティア
　ステーションのロゴデザイン
東北学院大様のボランティアステー
ションの活動の意義に共感し、私た
ちもその活動を広く知って頂くこと
が必要と思い、当社で出来るデザイ
ン面で協力することにしました。

仙台市市民活動サポートセンター
住仙台市青葉区一番町4-1-3
☎022-212-3010
HP http://www.sapo-sen.jp/

「サポセンかわら版」は、避難所
や公共施設などに配布するほか、
HPからもダウンロードできる

街の声
S-style6月号の読者アンケート

ハガキで寄せられた声をご紹介。

震災から4カ月過ぎたいま、皆さ

んはどうですか？

3がつ11にちをわすれないためにセンター
問せんだいメディアテーク　企画・活動支援室
☎022-713-4483
HP http://recorder311.smt.jp/

　オリジナル折り紙を制作し、皆様のご
協力により被災地に届ける取り組みを
行っています。

http://machico.mu

　 個 人 で 参 加 できるプロジェクトも
machicoで展開中！支援の輪を広げて
いくプロジェクトにご協力よろしくお願
いします。

［配布協力］
 ■チアーズ・コミュニケーション様
 ■こどもとあゆむネットワーク様
 ■阿部長商店様
 ■のびすく仙台・泉中央・長町南様
 ■Book! Book! Sendai様
 ■富士ゼロックス様
 ■仙台市子供未来局保育部保育課様  など

折り紙プロジェクトの輪が
広がっています！

一人ひとりの震災体験を語り直し、それらの言説や活動を発信・記
録するユーストリーム番組「わすれンTV311」も展開中。写真は、

「支援のかたち-震災の情報発信-」の生放送風景
ウェブサイトでは、映像、写真と記事など、
それぞれの手法で記録を配信

懐中電灯、カセットコンロ、ポータブルトイ
レ、非常食、水、IHプレートといった非常事
態に備えたもののほか、「できるだけ東北
のものを買って地元の支援につなげたい」

（仙台市・44歳・女性）という声も。また、
「家の中の不用品を整理して、欲しい人に
配っています。いかに物だらけだったかがわ
かり、片付けの次に買い足すことを考えた
い」（富谷町・39歳・女性）など、必要なもの
を見直したいという声も多数みられました。

▼新たに買い足したいものは？

「給料日ごとに募金をしたい。必
要なところにピンポイントで届く
ようなものを1〜2年続けていけ
たら」（仙台市・32歳・女性）、「健
康の大切さが身にしみたので、毎
日ウォーキングをして“元気”でい
られるように努力したい!!」（仙台
市・53歳・女性）、「震災のときで
も役立つ技術や資格をとりたい」

（福島県・30歳・男性）、「最低の

数で丈夫なものを選ぶ意識を身に
つけたい」（仙台市・52歳・男性）、

「近所付き合い。情報交換など、
助けられることがたくさんありま
した」（仙台市・46歳・女性）、「家
族、友人らと避難ルートを確認し、
もしもの時に備えたいと思ってい
ます」（仙台市・35歳・女性）、「一
日一日を大切に生きていきたい」

（仙台市・36歳・女性）

▼新たに始めようと思っていることは？

復興のプロセスを未来への財産に

メディアを通して、記録配信中

　東日本大震災前日、気仙沼を拠点に魚市場やホテルなどを経営す
る阿部長商店様からの依頼で、広告用の気仙沼の観光スポットの撮
影をしていました。震災前日は、青空が広がり海も穏やかで、気仙沼
らしい美しい港町の風景を撮影することができました。撮影した風景
は、残念ながら震災の
津波と火災で失われ
てしまいましたが、震
災前日の美しい風景
が、復興に向けてがん
ばる気 仙 沼の皆さま
の励みになればと思
い、阿部長商店様を通
して 気 仙 沼の皆さま
へお届けしたいと思
いました。

復興を信じて！震災前に撮影した
気仙沼の美しい風景写真を寄贈

気仙沼プラザホテルの皆さま



物心両面に深い爪あとを残した東日本大震災後の今。
「元気をなくした誰かのために、自分が暮らすこの街のために」。
それぞれがそれぞれの思いで、今できることをはじめています。
みんなのＡＣＴＩＯＮがこれからも続いて大きく広がっていきますように。

私たちユーメディアグループは、  
地域とともに歩んできた企業と
して の 役目を果 た す べく『とも
にPROJECT”ACTIONみや
ぎ”」という地域復興支援活動を
展開しています。

株式会社ユーメディア
株式会社プレスアート
株式会社仙台シティエフエム

S-styleでは6月号～10月号で、『義援金付き広告企画』を実施しており
ます。この企画で掲載いただいた広告料の10％を、義援金として宮城
県、仙台市の各災害対策本部に寄付します。今回の号で協賛いただいた
企業は以下の通りです。　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）

・佐藤裕也眼科医院 ・有限会社 五橋レンズセンター 

ともレポ

想いと行動をつなぐ大きな支援の輪をめざす

東日本大震災復興への取り組み

ともにPROJECT活動レポート

街の復興支援活動にクローズアップ

つながる気持ち、届けたい想い。

街 か ら 広 が る

み ん な の A C T I O N

　仙台・宮城の人々に海水浴場として親しまれ
ていた七ヶ浜町の菖蒲田浜をきれいにしよう
と、七ヶ浜再生プロジェクト実行委員会では7
月より海岸清掃活動をスタート。漂着物や瓦礫
が散乱している砂浜を共に清掃してくれるボ
ランティアを募集しています。9月4日（日）ま
では、毎週土・日曜、各回50名程度を募集中。
また、9月10日（土）には、海岸清掃に続いて

「菖蒲田浜・復興まつり」も予定。清掃活動によってきれいな姿を取り戻しつつあ
る砂浜に集まり、追悼と復興への思いを込めて黙とうを捧げるほか、地元の子ども
たちによるステージイベントや出店、花火の打ち上げを計画中。

　震災によって楽譜や教材を失って
しまった方たちの力になりたいと、
宮城学院女子大学音楽科教員有志
によって設立された「楽譜サポート
プロジェクト」。音楽家たちのネット
ワークを生かして、「発表会用の曲
集がほしい」「ピアノの教則本が必
要」といった要望に応じて楽譜や参
考書を提供しています。活動を知っ
た人からの楽譜提供も加わり、音楽
活動に携わる人たちの明るい未来を
サポート。対象ジャンルは原則として
クラシック音楽、また入手困難なも
のもあるので事前に了承を。

　震災直後から、避難生活によって飼い主と離れざるをえなくなったペットた
ちの預りや、被災地で家族とはぐれた犬・猫の保護を行ってきた、青葉区芋沢の
ドッグショップ『dogwood』。これまで累計420頭を超える犬・猫たちを受け
入れ、世話をしています。飼い主のもとへ帰れたり、新しい飼い主へ譲渡でき
たりした犬・猫たちも少しずつはいるものの、今後も継続的な活動が必要な状
況。活動を続けるために、同店では「わんにゃん災害支援金」を受付中です。集
まった支援金は、犬・猫たちの食事や病気の治療・予防、被災地へのペットフー
ドの支援などの費用に充てられます。動物を救い、飼い主の心労を少しでも軽
減できるよう、皆さんの温かい支援を。活動の経緯や報告はブログにて。

03

【仙台七夕花火祭マチコイン募金】
85件 17.000円

【松島流灯会　海の盆】
21件21,000円（8月8日現在） 

【折り紙プロジェクト】
783セット（8月4日現在）　
　沢山のご支援ありがとうございました。引
き続きご協力をよろしくお願いいたします。

Webサイト 「せんだいタウン情報 machico」

たくさんのご協力ありがとうございます。

仙台七夕まつりに出店しました。
　仙台七夕まつりに、ともにPROJECTのブース
を出店しました！
　S-styleやKappoの
書籍販売ブースに並ん
で、「被災地へ折り紙を
届けようプロジェクト」
の折り紙販売や、うちわ
等各種ツールの配布が
行われました。
　当日はすごい賑わい
で、沢山の人に足を運ん
でいただきました！

　宮城には震災にも負けない、素晴らし
い素材と技術で作られた特産品がたくさ
んあります。そんな「いいもの」を販売す
るマチモール。新商品も追加され大好評
販売中です。復興に向けて頑張っている
宮城の生産者のモノを「買って」「食べて」

「贈って」ともに元気になろう！

Webサイト 「せんだいタウン情報 machico」

新商品がどんどん追加
されています！

マチモール

［取り扱い商品の一例］
■ゆっぽ亭 アイスキャンデー
■アオキ株式会社 伊達の米めん
■ヤマカノ醸造株式会社 登米味噌
■奥州街道 うーめん番所 彩り温麺セット
■株式会社川熊 仙台味噌醤油セット

馬上の笹かまぼこ詰合せ

日立家の牛たんパイ

問NPO法人レスキューストックヤード
☎090-2852-9994（月〜木曜10:00〜15:00）
Eメール／kizuna@rsy-nagoya.com

■清掃活動
開催日時／〜9月4日（日）の毎週土・日曜　9:45〜12:00頃
清掃場所／宮城県七ヶ浜町菖蒲田浜海水浴場
集合場所／七ヶ浜生涯学習センター奥

スパーク七ヶ浜内『ボランティアきずな館』（七ヶ浜町吉田浜字野山5-9）
参加条件／4〜5名１チームでの申し込み（あらかじめリーダーを設定のこと）

※定員50名
参 加 費／無料（交通費などは各自負担）
持 ち 物／長靴か底の厚い靴、ゴム手袋、帽子、長袖、長ズボン、タオル、マスク、飲み物

（ひとり1.5ℓ以上）、雨具（雨が降りそうな時）、健康保険証、着替え
＜申込み方法＞

事前にボランティア保険をかけるため、以下の項目を申し込み先に連絡を。
①参加したい日程
②参加者全員の氏名、ふりがな、性別、生年月日、電話番号、住所
③リーダーの氏名
※申込みは以下のEメールでのみ受け付け
申込み締切／参加する週の金曜午前中

■「菖蒲田浜・復興まつり」
9月10日（土）12:45〜20:30
清掃活動12:45集合、記念セレモニー14:00〜、ステージイベント15:30〜（予定）
※清掃活動は事前申込み、ほか自由参加

■ドッグウッドわんにゃん災害支援金
問doogwood（ドッグウッド）
☎022-391-3150
HP http://www.dogwood-jp.com/

（ブログ）http://blog.goo.ne.jp/welcome-dogwood/

＜災害支援金振込口座＞
七十七（シチジュウシチ）銀行　宮城町（ミヤギマチ）支店
普通　5477484
名義　ドックウッド　わんにゃん災害支援金　代表　ワガツマ　マキ

■楽譜サポートプロジェクト
問宮城学院女子大学音楽科  大内研究室
　〒981-8557　宮城県仙台市青葉区桜ケ丘9-1-1
☎090-8618-3115
HP http://www.geocities.jp/music23gakufu/
Eメール／music23gakufu@yahoo.co.jp

＜楽譜を希望する場合の連絡方法＞
電話、メール、または郵便で「氏名、住所、連絡先電話番号（メールアドレス）、
希望の楽譜の種類やジャンルなど」を連絡する。提供可能なものの中から希
望に沿った楽譜や教材を探し、見つかった場合は状態や内容について一度
連絡。確認をしてOKの場合は送付方法について改めて連絡がある。

『dogwood』では、オリジナルのチャリT（1,575
円）や、犬、猫の被災状況や統計を写真も交えてまと
めたチャリ本（1,000円）も販売。売上はすべて動物
保護活動に充てられる

8月6日（土）の清掃活動の様子。この日は総勢
約90名が参加

七ヶ浜（菖蒲田浜）
海岸清掃ボランティア募集中

楽譜の橋渡しで、未来への橋渡しを

継続的な支援活動に向けて

大切なペットと飼い主のために支援を！

　仙台大学「地域健康づくり支援
センター」では、4月中旬より亘理
町、美里町、女川町、蔵王町の各
避難所、仮設住宅でエコノミークラ
ス症候群、廃用症候群予防のため
の楽しくおこなえる運動を実施。学
生たちとともに運動をしたり、予防
チラシの配布などを行うことで、健
康づくりのお手伝いをしています。

仙台大学の活動で
折り紙を配布してもらいました。

避難所での運動の様子

ご協賛ありがとうございました。

　秋の恒例行事となりつつある杜の都のビールま
つり「仙台オクトーバーフェスト」。
　本年は日独交流150周年の年でもあり、“東日本
大震災復興支援”と“日独交流150周年記念”を掲
げ、地域の復興、そして仙台の元気を取り戻す契機
にしたいと9月16日より10日間の開催を決定。

乾杯で、街を元気に！！
仙台オクトーバーフェスト2011

公式サイト
http://www.sendai-oktoberfest.jp/

　ユーメディアは、2011年8月5日、Androidス
マートフォン向けアプリケーション「仙台で牛たん食
べるならタンシェルジュ」をAndroid Marketより
リリースいたしました。
　このアプリは、グループ会社の株式会社プレス
アートが発行する『仙台の牛たん』のコンテンツを
ベースに、ユーメディアグループで企画・開発された
アプリです。
　仙台を訪れる観光客向けに、仙台を楽しんでもら
うための“仙台復興アプリ”として無料でリリースい
たします。

牛たん店紹介アプリを開発



物心両面に深い爪あとを残した東日本大震災後の今。
「元気をなくした誰かのために、自分が暮らすこの街のために」。それぞれがそれぞれの思いで、今できることを進めています。
みんなのＡＣＴＩＯＮがこれからも続いて大きく広がっていきますように。

私たちユーメディアグループは、  
地域とともに歩んできた企業と
して の 役目を果 た す べく『とも
にPROJECT”ACTIONみや
ぎ”」という地域復興支援活動を
展開しています。

株式会社ユーメディア
株式会社プレスアート
株式会社仙台シティエフエム

S-styleでは6月号～10月号で、『義援金付き広告企画』を実施しており
ます。この企画で掲載いただいた広告料の10％を、義援金として宮城
県、仙台市の各災害対策本部に寄付します。今回の号で協賛いただいた
企業は以下の通りです。　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）

・佐藤裕也眼科医院 ・有限会社 五橋レンズセンター 

ともレポ

想いと行動をつなぐ大きな支援の輪をめざす

東日本大震災復興への取り組み

ともにPROJECT活動レポート

街の復興支援活動にクローズアップ

つながる気持ち、届けたい想い。

街 か ら 広 が る

み ん な の A C T I O N

　“うぶこえ”は、GAGLEが4月に発表し、強くリ
アルなリリックが深い共感を呼び話題となった、
支援ソングのタイトル。一刻も早い復興と、復興
へ向けた動きが進んでほしい—。そんな願いを
込めて、このタイトルを冠した「うぶこえLIVE」
は、「アーティストのギャランティーをすべて支
援へ」という同意のもと開催されるチャリティー
ライブで、当日は、GAGLEと主旨に賛同した
RHYMESTERが出演。フロアを満たす音に
包まれれば、音楽がもたらしてくれるパワーを
体で感じることができるはず。

※当日は被害の大きかった地域の方々を
限定無料で招待し、一部経費を除いた収
益の全額は、公的機関を通じて東日本大
震災の被災者へ寄付されます。詳細は問
い合わせを。

　地震・津波被害の大きかった地域で
はまだまだ多くの人手が必要とされて
おり、さまざまな団体が継続的な活動
を行っている。「スコップ団」もそのひ
とつ。現在は、毎週土・日曜に宮城県
の山元町を中心に、被害を受けた家
庭の泥出しや清掃を主に行っており、

「スコップ団」として一緒に活動する
仲間を募集中だ。人の手を必要とし
ているところがあれば、そこへ駆けつ
け、体を動かす。そして、その活動を
継続する。そんなシンプルな思いに
共感する人は、事務局に問い合わせを。

　 東 北 の 実 力 派イン
ディーズバンドが多数参
加する野外イベント『石
巻ロックフェス2011』
の開催が決定。フェス
には、在仙のロックバン
ドunder the yaku 
cedarをはじめ、黒、

camellia、他が参加。スペシャルゲストには元BEAT CRUSADERSのヒ
ダカトオル（vo,g）を迎え、スペシャルバンドでBEAT CRUSADERSの曲を
披露。人々の心を揺さぶり、一体となって石巻から鎮魂の叫びをあげる音楽祭
で、これから前を向き進んでゆくための大きなパワーを受け取ろう。
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　宮城には震災にも負けない、素晴らし
い素材と技術で作られた特産品がたくさ
んあります。そんな「いいもの」を販売す
るマチモール。元気を貰えるスィーツも沢
山そろいました♪
　復興に向けて頑張っている宮城の生産
者のモノを「買って」「食べて」「贈って」
ともに元気になろう！

Webサイト 「せんだいタウン情報 machico」

宮城のいいものをそろえて
大好評販売中です！

マチモール

［取り扱い商品の一例］
■アオキ 伊達の米めん
■クルール・フラン 生ドーナツ
■にしき屋 おすすめカレーセット
■ほの香 極上のコーヒーお試しセット
■グリーンパール納豆本舗
　宮城の納豆屋おすすめセット

畑のSweets特濃ピュアゼリーギフト

和風ラスク「和らすこ」

問松竹梅レコーズ
　（http://www.showtikubai.com/）
☎080-3148-2252
　（うぶこえLIVE担当直通）

■うぶこえLIVE
10/16（日）　17:00〜
darwin（仙台市一番町）
前売￥3,000、当日￥4,000
※ともにドリンク代別当日￥500
Live：GAGLE、RHYMESTER、
opening DJ：DJ CHOKU

（うぶこえプロジェクトとは）
在仙のHIP HOPアーティストGAGLE
のHUNGERが主宰する松竹梅レ
コーズが、東日本大震災の復興支援
として発足させたプロジェクト。今回の
「うぶこえLIVE」のほか、せんだいメ
ディアテークの「3がつ11にちをわす
れないためにセンター」や仙台のデザ
インファクトリー「アゾット」と連携し、
音楽をキーワードに復興支援活動を
行っている。

■石巻ロックフェス2011
　10/9（日）　10:00〜
　石巻サン・ファンパーク（石巻市渡波字大森）
　入場無料
　出演：under the yaku cedar、黒、

SWANKY DOGS、notice it、camellia
　スペシャルゲスト：ヒダカトオル、他

問石巻ロックフェス実行委員会
☎090-3753-8894（担当／細谷）
HP http://www.ishinomaki-fes.net/

■スコップ団
　活動内容／宮城県山元町での泥出し、清掃等
　活動日／毎週土・日曜
　※単発、単独での参加も歓迎。

問スコップ団事務局
メール／schop-dan_2011@mail.goo.ne.jp
HP http://blog.goo.ne.jp/schop-dan_2011

ブログでは、活動の様子や
参加にあたってのQ&Aなども掲載

音楽と人の力を信じて“うぶこえ”をあげた

復興プロジェクトの第一弾ライブが決定！

「石巻でロックフェスをやらせてください」

その強い願いが、ついに実現する“人助けに、理由はいらない”

「スコップ団」団員募集中！

ご協賛ありがとうございました。

ドキュメント・サービス・フォーラム（DSF）
＆富士ゼロックス株式会社
～被災地の学校に本を届けよう！～
　有名文学１0タイトルをオン
デマンド印刷し、津波被害の大
きかったエリアの学校図書館
に寄贈します。自治体の皆さん
とも連携して配布します。

　毎年、長町駅前商店街では色とりどりの七夕かざ
りを飾り付け、商店街の活気づくりに励んでいます。
今年は、「ともにPROJECT－ACTIONみやぎ－」の
オリジナル折り紙で商店街の皆さんで折り鶴を折り、
いつもの七夕かざりの下に飾り付けてもらいました。
　折り鶴の下には各色の効果を書いた紙を下げ、か
ざりを目で楽しみ、色で心を癒やす特別な七夕かざり
になりました。 

長町駅前商店街を飾った
ともPRO折り紙の折り鶴

　神奈川のクリエイターが、震災復興の
ために自分たちにできることはないか考
え、本プロジェクトが生まれました。
　被災地に向けてのメッセージを、クリ
エイターならではの表現でまとめた冊子
が「手紙」です。第1号は、東北の方々
や被災地の情報が集まる街、仙台を中
心に発信しました。「手紙」第2号発行
は未定ですが、被災地の復興活動に取
り組む姿や道のりを関東や他の地域に
発信する機会にしたいと考えています。

神奈川のクリエーターによる
「手紙プロジェクト」

　伸び盛りの業界で、まだまだ技術者の少
ないAndroidにフォーカスすることで、市
場を一点突破しよう。
　復興のためには、「支援」だけではなく、

「自立」が必要。
　そのために仙台はAndro idに強い！と
いうブランディングができれば、地方でも
東 京や世 界から仕 事を持ってくることが
できるはず。という思いの思いのもとで、
FandroidEASTJAPANという旗をたてま
した。

［Android仙台産アプリ］
■仙台で牛たん食べるなら
　タンシェルジュ
■願い花火
■脳波SPORTS
■idea Pod

Fandroid EAST JAPAN活動紹介

GAGLE
DJ MITSU THE BEATS, HUNGER, DJ Mu-R
の3人からなる、仙台在住のHIP HOPアーティスト。
3月11日の東日本大震災を受けて急遽チャリティー
ソング「うぶこえ」を4月29日に配信リリース。仙台で
被災した彼らの目線で綴ったメッセージに、注目が集
まった。今秋5枚目のアルバムをリリース予定。

［GAGLE Official Page］ http://www.gagle.jp/

RHYMESTER
宇多丸（Rap）、Mummy-D（Rap/ 
Produce）、DJ JIN（DJ/ Produce）
からなるヒップホップ・グループ。1989
年の結成以来ライブ活動を中心に支
持を集める、別名“キング・オブ・ステー
ジ”。7/27にサマーアルバム『フラッ
シュバック、夏。』をリリース。

［RHYMESTER Official Page］
http://www.rhymester.jp/

「イベントでガンガン盛り上が
ることと被災地支援は音楽で
つながっています。楽しく、力
になるようなライブを思いっき
り楽しんでください」。
右・HUNGER（GAGLE）／
左・濱田さん（松竹梅レコーズ）

仙台で牛たん食べるならタンシェルジュ

願い花火



物心両面に深い爪あとを残した東日本大震災後の今。
「元気をなくした誰かのために、自分が暮らすこの街のために」。それぞれがそれぞれの思いで、今できることを進めています。
みんなのＡＣＴＩＯＮがこれからも続いて大きく広がっていきますように。

私たちユーメディアグループは、  
地域とともに歩んできた企業と
して の 役目を果 た す べく『とも
にPROJECT”ACTIONみや
ぎ”」という地域復興支援活動を
展開しています。

株式会社ユーメディア
株式会社プレスアート
株式会社仙台シティエフエム ともレポ

想いと行動をつなぐ大きな支援の輪をめざす

東日本大震災復興への取り組み

ともにPROJECT活動レポート

街の復興支援活動にクローズアップ

つながる気持ち、届けたい想い。

街 か ら 広 が る

み ん な の A C T I O N

　震災で被災した宮城県内の食品企業や
県内市町村の優れた産品を紹介しようと、
6月に開設された『地産地消市場』。当初
は8月までの予定だったところを、利用者
の熱い要望により11月末までの継続が決
定！　週替りで地域やテーマに応じた商品
が並ぶとあって、野菜、海産物、調味料、パ
ンなど、開催週ごとに独自性あふれるライ
ンナップだ。出店スケジュールはHPで順
次更新中。特産品を買って食べて、魅力あ
ふれる宮城の品々を応援しよう。

　スパイスの魅力を伝
える料理ユニット・東
京スパイス番長のメン
バーであるアナン・メ
タ・バラッツさんが、女
川町の避難所へ炊き出
しに訪れたことをきっ
かけに考案したスパイ
スカレーキット「女川カ
レーブック」を商品化。
将来は女川町で製造し全国に発送することで、雇用の創出を目指している
そう。2種類のスパイスミックスと乾燥豆、カレーフレークが入っており、
肉や野菜と合わせて煮込むだけで、簡単に本格カレーが完成。子どもから
年配の人まで楽しめるマイルドな味わいだ。現在はHPで通信販売を行っ
ているほか、仙台市内の店舗でも販売中。

　PUMAやLouis Vuitton／CELUX
とのコラボレーションアイテムを展開す
るなど、東京をベースに活動するデザイ
ンラボ「SUZUKIKE」。彼らが鳴子こけ
しの職人、岡崎斉一氏とのコラボレーショ
ンによる新作プロダクト「COKESHI」を
誕生させた。メンバーの鈴木洋平さんが
仙台出身で、かねてから東北の伝統工芸
品であるこけしのクオリティと未来への可
能性を感じていた彼ら。「こけしの魅力を
世界へ発信することで、職人への新たな
評価を高め、東北の地場産業の活性化に
つなげたい」と鈴木さん。「COKESHI」
は10月29日(土)〜11月3日(木・祝)に東
京で開催される「DesignTideTokyo 
2011」で発表されるほか、オリジナルサ
イトでのオンライン販売も予定。
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　トヨタL&F中部様で実施された技能協
議会の副賞として、マチモール商品を採用
いただきました。マチモール商品をカタロ
グにして、社員の方が賞に合わせて選ぶ仕
組みでたくさんお申込みをいただきました！

Webサイト 「せんだいタウン情報 machico」

トヨタL＆F中部様の技能協議会
の賞にマチモール商品
が選ばれました

マチモール

［マチモールのその他の商品］
■日立家 牛たんパイ
■株式会社ダイチ
　漢方和牛二種のカレーセット 
■甘仙堂　ずんだロール
■丸実屋 味付玉こんにゃく

ワールドベイクドチーズケーキの熟成ベイクドチーズケーキ

■COKESHI（コケシ）
　問SUZUKIKE（スズキケ）
　☎050-3634-0515
　メール／info@suzukikegroup.com
　 HP http://www.suzukikegroup.com

「COKESHI」専用サイト／
http://www.cokeshi.com

■地産地消市場
　住仙台市青葉区一番町3-1-17
　　レゼル百反ビル1F
　☎022-262-0753
　営10:30〜18:00（木曜〜17:00）
　休無休
　 HP http://www.ox-tv.co.jp/ichiba/

■女川カレープロジェクト
　 HP http://onagawacurry.com/

＜仙台市内の販売店＞
●インド・ネパールカレーの店『あちゃーる』
　住仙台市泉区高森5-15-7　☎022-777-2663
●つかさ屋
　住仙台市若林区大和町4-18-12　☎022-235-4560
他、スーパーなど

「女川カレーブック」（683円）。
1袋で4皿分ができる

「Pop」「Interior」「Fashion」の3カテゴリー
で展開。質感やフォルムが光る多彩なライン
ナップで、ウェディングギフトにも良さそう
販売価格／Pop：2,940円、Interior：3,465円、
Fashion：問合せ

各市町村や授産施設などが出店。被災した
工場で奇跡的に残ったというマルタのきぶ
どうジュース（亘理）や、“三陸に仕事を！”と
誕生した「浜のミサンガ」など、定番商品も
好評（ミサンガは数量限定）

Photo／Ryo Higuch

週替りで、各地の味をお届け！

宮城の特産品を元気に発信中

こけしの魅力と職人技を

世界に向けてアピール！カレーの力で女川復興を応援

　ユーメディアグループでは、現在震災復興に関わる複数の事業に取り組んでいます。これら
の事業をともに推進してくれるサポートスタッフを募集しています。
　復興に向けてがんばる、地域の人やお店などの情報を収集し発信していく、取材・撮影・
Web編集などの業務を中心に、他にも様々な業務があります。
　被災者の雇用創出を目的としていますので、意欲的な方であれば経験の有無は問いません。

被災者の雇用創出事業で
サポートスタッフ募集中です。

　去る9月16日～25日の10日間、今年で
6回目を迎えた仙台オクトーバーフェスト
が開催されました。
　震災の年の開催となった今年は、開催自
体が危ぶまれましたが、関係者のご協力に
より実施することが出来ました。中でも、被
災地を元気づけようと来仙された「石井健
雄＆ドライヴィンクラー」楽団の演奏も大
好評。台風15号による中止日もありました
が、1,300人以上を収容する大型テントも
あって、昨年の1.5倍となる延べ8万8千人
のお客様にご来場頂きました。

「仙台オクトーバーフェスト2011」が
盛況の中で閉幕！

FORUS

しまぬきモスバーガー

　全国の方から東北の復旧
復興へ「エール」を送ろうと
企画された番組「橋幸夫　あ
したへのエール」というラジ
オ番組の公開録音に、ともに
PROJECT事務局としてゲス
ト出演させていただきました。
（10月9日放送分）

橋幸夫さんのラジオにゲスト出演
しました

橋幸夫あしたへのエール
　東北放送 TBCラジオ(周波数：1260kHz)
　日曜8:30〜9:00
　Web-TVで放映中！
　（放送日の午後～翌日更新）（http://www.yell-jpn.com/）詳しくは http://www.u-media.jp/recruit/をご覧ください。

IGAS（アイガス）2011
（国際総合印刷機材展）で
「ともにPROJECT」を
紹介いただきました
　IGAS出展者「ハイデルベルグ・ジャパン株式
会社様」のブースの震災復興コーナーにて、と
もにPROJECTを紹介いただきました。海外から届いた子どもの絵のポスト
カードや、みやぎのいいもの市場「マチモール」施策は、被災地に行けなくて
も宮城の復興支援ができるとたくさんの声が寄せられました。

◎IGAS（International Graphic Arts Show）とは
　印刷機材の国際展示会のことで、世界の印刷機材メーカーさんが、新しい印刷機や周辺機器、
資材などを一同に会して紹介する展示会です。4大国際機材展として位置づけられるほどの大きな
規模で、4年に1度開催されます。今年は、9月16日(金)から21日(水)まで、東京ビッグサイトを会
場に開催されました。

※パッケージは変更になる場合あり
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　被災地の子どもたち
自身に写真や映像を撮
影してもらい、彼らの声
を広く発信していく「未
来を写そう！」プロジェク
ト。石巻の開北小学校
と女川第二小学校の児
童による写真は「生まれ
た絆」「復興の芽」「将
来の夢」がテーマ。七ヶ
浜中学校の生徒たちは「防災」「避難所生活」をテーマに約10分の映像
を制作した。当日は写真展のほか、子どもたちが撮影を通して感じたこと
や作品への想いを発表。素直なまなざし
が生んだ作品は元気を分けてくれそう。
19:00～はミニジャズライブも行われる。

　これまで子どもたちへの支援をしてきたユニセフ
が祈りのツリープロジェクトを展開。クリエイティブ
に関わる人が被災地の子どもたちのサンタクロース
になろう、と始動し、佐藤可士和、森本千絵ら著名な
アートディレクターなど2,000人がオーナメントを
デザイン。幸せへの願いがこめられたそれらをビッ
グツリーに飾りつけ、東京と仙台、気仙沼に設置す
る。仙台はロフトと三越の2会場で、募金をした人に
オーナメントをプレゼントする「オーナメント募金」も
実施。また、被災地の子どもたちにも心温まるクリス
マスを、と気仙沼にもツリーがお目見えする。大切な
人の笑顔を願うこのシーズン、子どもたちへの想い
を形にするきっかけになりそう。

　復興支援を目的とした、仙台や東北に縁のあるイラストレーターたちのカレンダーが登場。
復興への願いを込めた多彩なイラストとともに、季節の移ろいを感じてみて。
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■「ユニセフ　祈りのビッグツリー」
【仙台ロフト】

～12月25日（日）
※オーナメント募金は～12月1日（木）

【仙台三越  定禅寺通り館  光の広場】
11月28日（月）～12月25日（日）
※オーナメント募金も同期間。本館1Fおよび

定禅寺通り館1Fのコンシェルジェ脇
【復興屋台村気仙沼横丁】

12月3日（土）～12月25日（日）
※ツリー展示のみ

　問日本ユニセフ協会　広報室　☎03-5789-2016（平日9:00～17:00）
　 HP http://inoritree.com/

■まどか荒浜　支援カレンダー
　震災で施設が流された
知的障害者施設『まどか荒
浜』。彼らが作った和紙の袋
に、佐々木洋子、本郷けい
子ら在仙イラストレーター6
名によるカレンダーをセット
して販売。収益は施設再建
のために全額寄付される。

＜販売について＞
価格／1,000円  ※限定150部。12月1日（木）より予約受付
期間／12月15日（木）～22日（木）11:00～19:00（最終日～17:00）

※原画展示あり
会場／南町通りオープンギャラリー  くろすろーど
問南町通りオープンギャラリー  くろすろーど
☎022-265-1487

■復興支援カレンダー　ふるさと
　仙台、東北在住のイ
ラストレ ーター 1 1 名
が、故郷や笑顔を思っ
て描いたイラストをカレ
ンダーに。古山 拓、佐
藤勝則など温かいタッ
チのイラストが月替りで
楽しめる。収益の50％
が義援金として日本赤
十字に寄付される。

＜販売について＞
価格／1,500円
発売元／ArtSprings
メールアドレス／info@artsprings.jp
HP http://www.artsprings.jp/

■「未来を写そう！」プロジェクト
　～子どもたちが語る、被災地の絆と希望～
　日時／12月4日（日）13:00～20:00
　　　　※報告会14:00～16:00、

ライブ19:00～19:30
　会場／せんだいメディアテーク　1Fオープンスクエア
　料金／入場無料　※報告会のみ要予約
　問国際NGOプラン・ジャパン（イベント担当）　☎0120-400-422

佐藤可士和デザインのツリー型
オーナメント
Ⓒ日本ユニセフ協会

森本千絵デザインのハウス型オーナメント
Ⓒ日本ユニセフ協会

クリエイターがサンタクロースに！

楽しさを贈る「ビッグツリー」が登場
被災地の子どもたちが切り取った

夢や希望、絆を感じる写真展

東北のアーティストが描いた

心温まるイラストをカレンダーに

　震災前、気仙沼市では毎年秋刀魚まつりが開催され、多くの方が気仙沼
の秋刀魚を楽しみに訪れました。しかし震災のため今年は中止に。その交流
を絶やさないという思いから、株式会社阿部長商店では独自に秋刀魚まつり
の開催を決意。会場は、自ら被災しながらも気仙沼の復興を後押ししたいと
いち早く復旧した「お魚いちば」。秋刀魚まつりは9月～10月の週末に開催
され、宮崎県日向市の『橘ひょっとこ踊り』や『弘前ねぷたと津軽三味線』な
ども会場を盛り上げました。

お魚いちばスタッフブログ
http://osakana-ichiba.net/

株式会社阿部長商店＆気仙沼お魚いちば
「秋刀魚が日本をつなぐ架け橋プロジェクト」

福島の元気が“ギュッ！”なご当地手帳
「ふくしま手帳2012」

　ふくしまがますます好きになる366日の日替わりネタが楽しめる手帳。見
開き2週間、シンプルで使いやすいB6サイズです。福島のソウルフード紹
介や歴史、温泉地、百名山など資料
も充実しています。3.11の体験から
作った別冊「ふくしま防災メモ帳」付
で1000円。ふくしまの元気がギュッ
とつまった手帳となっています。

【お求め・お問合せ】
㈱日進堂印刷所　営業企画室

（ふくしま手帳編集室）
☎024-594-2211　又はEmail:techo@nisshindo.co.jp

　 被 災 地を思う世 界 中 の 子
ど も た ち から 送られ て き た
絵 を 掲 載し て い る 、せ ん だ
いタウン 情 報 m a c h i c o の
人 気 企 画「 F o r C h i l d r e n 
ByChi ldren 」。この企画か
ら、2012年のカレンダーと年
賀状が誕生しました。 （マチ
モールにて販売中）
　どちらも温かい思いが詰まっ
たステキな作品になっています
ので、ぜひご覧ください。

収益の一部は被災地の子どもたちへの
支援金となります。

Webサイト 「せんだいタウン情報 machico」

ForChildren ByChildrenの
カレンダー・年賀状ができました。

マチモール

記念日を入れたオリジナルカレンダーが作れます。

　宮城の復興を願って「かくだの里から笑顔と元
気を!!」を合言葉にいち早く動きだした角田市で
は、「あったかくだ体験ツアー　第1回　地元農

家 直 伝！こ
んにゃくづくり」を10月30日に実施し
ました。参加者は、地元のおばちゃん
直伝のこんにゃく作り体験後、こんにゃ
くづくしの精進料理を堪能。地域の
方々による自家製の漬物やゆず湯で温
かいおもてなしを受けたり、産直市場
でおみやげを買ったり、おもてなしいっ
ぱいのあったかツアーとなりました。

「GO！角田」
http://gogokakuda.blog.so-net.ne.jp/
問角田市商工観光課　☎0224-63-2120

おもてなしの心で宮城の元気をＰＲ
あったかくだ体験ツアー

ラジオ３が町内会新聞プロジェクトに協力
　ラジオ３では津波被災地区の町内会のコ
ミュニケーションを維持するために町内会
新聞制作発行のプロジェクトに参加してい
ます。11月初旬にその第1号が完成し、町
内会の方々に配られました。プロジェクトは
ラジオ3がメンバーでもあり普段から活動
に全面協力している宮城野区の市民団体
「MIYAGINO　UP　PROJECT」が企
画し、中野地区にある西原町内会に協力を
頂いて立ち上げました。（宮城野区まちづく
り活動助成事業）
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	ともれぽ06

